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第一章　起業環境改善について








一節　意義と必要性
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イノベーション促進


雇用創出


経済の成長および活性化





イノベーション促進


ベンチャー企業は独自の技術やビジネスモデルを武器に事業に挑戦することから、既存企業に対し大きな変化・革新をもたらす可能性がある。グローバル化によって競争の激しさを増す中、研究開発活動を通じ、競合企業と差別化された製品やサービスの開発に継続的に取り組んでいかない限り、売上を維持・拡大し、利益を確保していくことは難しい。
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二節　成長ステージ別にみる現状








雇用促進


企業、事業所数が増加することで、そこに雇用される被雇用者数も増加することが見込まれる。右図をみても既存の事業所数が雇用を増減させるよりも、新規開業した方が多くの雇用を生んでいることがわかる。
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経済の成長および活性化


独自の技術やビジネスモデルを生み出すベンチャー企業は、新しいマーケットを創出することにより、経済全体の成長・活性化にも大きく寄与する。
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右図より、日本より一人当たりＧＤＰの高い国は、総じて、日本よりもＴＥＡ（起業活動率：18歳から64歳までの人口に占める起業活動を行っている者）の水準が高いことがわかる。





成長ステージとは・・・





ベンチャー企業の成長段階を5つに分けたものである。





①シード期


②スタートアップ期


③アーリー期


④ミドル期


⑤レイター期





成長ステージによって企業の経営環境は全く異なる。
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①シード期








設立～５年程度の段階。会社設立後で事業が軌道に乗るまでの時期である。会社は一般的に赤字状態である。この時期は、通常の事業活動を営む上で必要な運転資金や設備投資資金が必要となる。通常は経営者自身かその親戚、友人などから資金を調達する。ビジネスプランが良ければエンジェル投資家やベンチャーキャピタルが出資をしてくれることがあるという程度であり、資金繰りが厳しいのが一般的である。








②スタートアップ期








設立準備段階。ビジネスモデルやコンセプトを固めている段階である。資金需要はそれほどない。しかし、会社設立までの諸費用や人件費は最低限必要になる。その他ビジネスモデルが本当に実現可能かを調査する市場調査費などの資金が必要となる場合もある。しかし基本的には会社設立後にビジネスモデルを実行するための資金需要の全体像を把握し、その検討を行う時期である。

















起業時の資金調達先
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“死の谷”を越え・・・





③アーリー期








本格的に事業展開を行う時期。しかしまだ低収益もしくは赤字の状態である場合がほとんどであり、資金繰りの困難さはスタートアップ期と変わらない。








ココ!!!





“ダーウィンの海”も越え・・・





起業するにあたり、何が一番難しかったか
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④ミドル期＆⑤レイター期








ミドル期は、事業が軌道に乗り、売り上げが成長し始める時期である。この時期は売り上げが損益分岐点を超え単年度損益も黒字となる。この段階では政府系金融機関以外の民間金融機関からの融資も受けやすい。レイター期では、累積損失も解消されキャッシュフローも黒字化してくる。この段階にくると民間金融機関からの融資条件も以前に比べてかなり有利となっている。
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起業環境の改善とは、アーリー期からミドル・レイター期へと移行できる企業が増加することだと考える。



























































































































































